
                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天皇陛下御即位を奉祝する一般参賀(令和元月) 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「皇室の伝統を守る国民の会」へのご協力のお願い 
 

私たちは、皇室の伝統的な男系継承を確保する「養子案」の早期実現を求め 

る活動を進めております。全国各地、各界各層の皆様方に政府有識者会議が提 

案した「養子案」に関する啓発活動へのご協力をお願いしています。どうぞ皆様、 

このリーフレット(皇室リーフレットＮＯ１)の普及にご協力ください。 
 

この会は、平成 18 年以来の「伝統に基づく皇位継承制度」の堅持を求める諸活動への 

取組みを踏まえ、平成 24 年５月 30 日、各界各層の有識者 500 名の賛同により設立さ 

れました。皇室リーフレットＮＯ１(実費１部 10 円)のお申込みは下記へご連絡下さい。 

〔お問合せ先〕皇室の伝統を守る国民の会事務局 〒102-0093 東京都千代田区平河町１-２-２朝日ビル４階 

TEL03-5213-4318  FAX03-5212-7201  ホームページ https://kdentou.com/ 

有
識
者
会
議
が
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
は
、
２１
名
の
各
界
の
方
々
の
内
１６

名
が
、
旧
宮
家
の
養
子
案
へ
の
支
持

を
表
明
し
て
い
ま
す
。
主
な
意
見
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

  

こ
れ
ま
で
の
伝
統
に 

整
合
的
で
は
な
い
か 

綿
矢
り
さ
さ
ん 

●
芥
川
賞
作
家 

候
補
と
な
る
方
の
ご
意
向
も
あ
る 

が
、
皇
族
数
が
減
少
し
て
い
る
今
、
長

い
皇
室
の
歴
史
を
重
ん
じ
つ
つ
、
元
皇

族
の
系
譜
の
方
々
を
然
る
べ
き
形
で
皇

族
と
し
て
改
め
て
迎
え
入
れ
、
皇
室
を

支
え
て
頂
く
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
伝
統

に
整
合
的
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

 

元
皇
族
の
復
帰
は
自
然 

里
中
満
智
子
さ
ん 

●
マ
ン
ガ
家 

戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
に
よ
り
皇
籍

を
離
れ
た
元
皇
族
方
に
戻
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
賛
成
す
る
。「
も
う
70
年
も

経
っ
て
い
る
」と
い
う
声
も
あ
る
が
、
長

い
歴
史
か
ら
見
れ
ば
た
っ
た
の
７
０
年

し
か
た
っ
て
い
な
い
。
ま
た
戦
後
の
事

態
は
、
人
為
的
、
強
制
的
に
な
さ
れ
た

こ
と
で
あ
り
、
昭
和
天
皇
や
御
本
人

た
ち
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
元
皇
族
の
ど

な
た
か
に
復
帰
し
て
い
た
だ
く
の
は
自

然
。 

     

い
歴
史
か
ら
見
れ
ば
た
っ
た
の
70
年

し
か
た
っ
て
い
な
い
。 

ま
た
戦
後
の
事
態
は
、
人
為
的
、
強

制
的
に
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
昭
和

天
皇
や
御
本
人
た
ち
の
意
思
に
基
づ

く
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を
考
え
れ

ば
、
元
皇
族
の
ど
な
た
か
に
復
帰
し
て

い
た
だ
く
の
は
自
然
。 

   

国
民
に
対
す
る 

説
得
力
も
あ
る 

櫻
井
よ
し
こ
さ
ん 

●
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

天
皇
が
一
人
だ
け
と
い
う
こ
と
に 

な
ら
な
い
よ
う
、
天
皇
を
守
る
皇
族
が

必
要
。
旧
宮
家
は
長
い
伝
統
の
中
で

ず
っ
と
皇
族
だ
っ
た
。 

皇
室
に
縁
の
な
か
っ
た
人
物
が
女
性

皇
族
と
結
婚
す
れ
ば
皇
族
と
な
る
こ

と
を
是
と
す
る
な
ら
、
つ
い
何
十
年
前

ま
で
皇
族
の
一
員
で
あ
っ
た
方
が
戻
る

こ
と
が
な
ぜ
お
か
し
い
か
。
比
較
衡
量

の
問
題
で
、
こ
ち
ら
が
断
然
国
民
に
対

す
る
説
得
力
も
あ
る
と
思
う
。 

                     

       

養
子
は 

検
討
の
余
地
は
あ
る 

橋
本
有
生
さ
ん 

●
早
稲
田
大
学
准
教
授 

 

将
来
に
お
い
て
、
皇
位
継
承
資
格

者
が
生
ま
れ
な
い
状
況
も
考
え
ら
れ
、

皇
族
の
方
に
子
供
を
産
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か

か
る
こ
と
も
考
え
る
と
、
養
子
は
検
討

の
余
地
は
あ
る
。 

  

民
間
か
ら
の
養
子
は 

血
統
の
安
定
化
に
資
す
る 

都
倉
武
之
さ
ん 

●
慶
応
大
学
准
教
授 

血
統
の
連
続
を
維
持
す
る
た
め
の

民
間
か
ら
の
養
子(

血
縁
の
近
い「
皇

統
に
属
す
る
男
系
男
子
」を
想
定
）を

可
能
に
す
る
こ
と
も
、
非
現
実
的
と
は

い
え
な
い
と
考
え
る
。 

制
度
設
計
に
は
十
分
な
検
討
を
要

す
る
が
、
皇
族
の
家
族
形
成
に
選
択

の
幅
を
与
え
る
こ
と
は
、
安
定
化
に
は

大
い
に
資
す
る
と
考
え
る
。 

  
(

引
用
し
た
意
見
は
一
部
を
抜
粋) 

                         

        
  

呼びかけ人 

伊藤  隆 東京大学名誉教授 

今井  敬 日本製鉄株式会社名誉会長 

逢見 直人 富士社会教育センター理事長 

大原 康男 國學院大學名誉教授 

片岡仁左衛門 歌舞伎俳優 

桂  由美 全日本ブライダル協会会長 

葛城 奈海 ジャーナリスト 

観世 清和 能楽観世流二十六世家元 

木村 治美 共立女子大学名誉教授 

小堀桂一郎 東京大学名誉教授 

古森 重隆 富士フィルムホールディングス株式会社元会長 

櫻井よしこ ジャーナリスト 

里中満智子 マンガ家 

須田  寬 東海旅客鉄道株式会社顧問 

田久保忠衛 杏林大学名誉教授 

田中 恆清 神社本庁総長 

中西 輝政 京都大学名誉教授 

野村  万作 狂言師 

長谷川三千子 埼玉大学名誉教授 

平岩 弓枝 作 家 

平川  祐弘 東京大学名誉教授 

福田 富昭 公益財団法人レスリング協会会長 

藤原 正彦 お茶の水女子大学名誉教授 

舞の海秀平 大相撲解説者 

松下 正幸 株式会社ＰＨＰ研究所代表取締役会長 

森  義久 全国商工会連合会会長 

山下 泰裕 東海大学副学長 

屋山 太郎 政治評論家    

〔敬称略・50 音順〕 

 

https://kdentou.com/


           
 

現
在
、
今
上
陛
下
の
次
世
代
に
当
た
る

皇
族
男
子
は
悠
仁
親
王
殿
下
の
み
で
あ
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
、
悠
仁
親
王
殿
下
が

皇
位
を
継
承
さ
れ
る
と
き
に
は
、
男
子
皇

族
が
一
人
も
お
ら
れ
な
い
事
態
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。 

〈
現
在
の
皇
室
の
男
子
皇
族
〉 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊
印
の
順
位
は
皇
位
継
承
順
位 

◎
上
皇
陛
下
世
代 

上
皇
陛
下 

常
陸
宮
殿
下（
第
３
位
＊
） 

◎
天
皇
陛
下
世
代 

天
皇
陛
下 

秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
（
第
１
位
＊
） 

◎
悠
仁
親
王
殿
下
世
代 

悠
仁
親
王
殿
下（
第
２
位
＊
） 

こ
の
ま
ま
で
は
、
古
来
例
外
な
く
１
２
６

代
に
わ
た
り
継
承
さ
れ
て
き
た
男
系(

父
方

系)

に
よ
る
皇
位
継
承
の
伝
統(

左
図
ご
参

照)

が
、
断
絶
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
は
男
系(

父
方
系)

で
守
ら
れ
て
き

た
皇
統
の
終
焉
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
わ
が
国

の
国
柄
、
国
の
在
り
方
の
根
本
に
か
か
わ
る

問
題
と
な
り
ま
す
。 

                        

         
  

  
 

政
府
は
、
皇
族
数
の
減
少
の
問
題
と
皇

位
継
承
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め

に
、
有
識
者
会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。
有
識

者
会
議
で
は
、
専
門
家
や
女
性
な
ど
幅
広

い
立
場
の
方
々
か
ら
意
見
を
聴
き
な
が
ら

検
討
を
進
め
、
令
和
３
年
12
月
22
日
に

報
告
書
を
岸
田
総
理
に
提
出
し
ま
し
た
。 

こ
の
報
告
書
が
、
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
か

ら
悠
仁
親
王
殿
下
へ
と
続
く
皇
位
継
承
の

流
れ
を
ゆ
る
が
せ
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
し

て
、
男
系
に
よ
る
皇
位
継
承
の
堅
持
を
明

示
し
た
こ
と
を
、
私
た
ち
は
支
持
し
ま
す
。 

 
 

ま
た
報
告
書
で
政
府
有
識
者
会
議
は
、

皇
族
数
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

し
て
、
皇
統
に
属
す
る
男
系
男
子
、
す
な
わ

ち
旧
宮
家
の
中
か
ら
皇
族
に
入
っ
て
い
た
だ

く
養
子
案
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。 

 

 
 

旧
宮
家
は
、
昭
和
22
年
10
月
14
日
に

皇
籍
を
離
脱
さ
れ
た
方
々
お
よ
び
そ
の
子

孫
の
方
々
を
指
し
ま
す
。
旧
宮
家
の
男
子
は
、

現
行
憲
法
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
22
年
５

月
３
日
か
ら
皇
籍
離
脱
す
る
ま
で
の
５
ヵ

月
余
り
は
、
現
憲
法
下
で
も
皇
族
で
あ
り
、

皇
位
継
承
資
格
を
有
し
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
現
在
、
旧
宮
家
の
方
々
の
中
に
は
、

今
上
陛
下
の
い
と
こ
に
あ
た
る
方
な
ど
現
皇

族
と
近
い
親
戚
関
係
に
あ
る
方
々
、
ま
た
今

上
陛
下
や
悠
仁
親
王
殿
下
に
近
い
世
代
の

男
子
の
方
々
が
お
ら
れ
、
親
し
い
交
流
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

旧
宮
家
の
皇
籍
離
脱
の
背
景
に
は
、
終

戦
直
後
の
日
本
を
統
治
し
て
い
た
占
領
軍

が
、
旧
宮
家
の
存
続
を
認
め
ず
経
済
的
圧

迫
を
加
え
て
い
た
、
と
い
う
特
殊
な
事
情
が

あ
り
ま
し
た
。 

 
  

 

旧
宮
家
が
皇
籍
を
離
脱
す
る
に
あ
た
っ

て
、
現
皇
族
と
旧
宮
家
と
の
親
睦
を
は
か
る

場
と
し
て
菊
栄
親
睦
会
が
新
た
に
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
菊
栄
親
睦
会
の
名
称
は
、
昭
和

天
皇
に
よ
る
命
名
で
す
。 

旧
宮
家
の
方
々
は
、
毎
年
、
新
年
祝
賀
や

天
皇
誕
生
日
な
ど
で
の
祝
賀
式
や
皇
室
祭

祀
へ
の
参
列
、
御
即
位
の
際
の
重
要
儀
式
へ 

         

 

の
参
加
が
あ
る
ほ
か
、
数
年
に
一
度
、「
菊

栄
親
睦
会
」
総
会
が
開
か
れ
て
お
り
、
宮
内

庁
が
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。 

故
三
笠
宮
寬
仁
親
王
殿
下
は
、
現
皇
族

と
旧
宮
家
の
方
々
と
は
菊
栄
親
睦
会
を
ベ

ー
ス
と
し
て
、
親
し
い
付
き
合
い
を
し
て
い

る
、
と
証
言
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 
  

 

現
在
、
常
陸
宮
家
・
三
笠
宮
家
・
高
円
宮

家
に
は
、
男
子
皇
族
の
後
継
者
が
お
ら
れ

ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
や
が
て
廃
絶
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
宮
家
に
旧

宮
家
の
男
子
が
養
子
に
入
ら
れ
れ
ば
三
つ
の

宮
家
は
存
続
し
、
男
子
が
お
生
ま
れ
に
な

れ
ば
、
そ
の
方
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
男
子

皇
族
と
し
て
皇
位
継
承
権
を
持
ち
、
そ
の

宮
家
を
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
う
な
れ
ば
、
男
子
皇
族
が
増
え
る
と

と
も
に
、
現
在
の
宮
家
が
こ
れ
か
ら
も
続
い

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

 
 

 

政
府
が
国
会
に
養
子
案
を
報
告
し
た
こ

と
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
最
近
の
世
論
調

査
に
よ
る
と
、
過
半
数
の
国
民
が
養
子
案
に

賛
成
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
広
く
国
民
の
理
解
を
得
て
、

養
子
案
が
一
刻
も
早
く
法
制
化
さ
れ
る
こ

と
を
心
よ
り
念
願
し
て
い
ま
す
。 

                    

現
在
の
皇
族
の
親
戚
関
係
に
あ
ら
れ
る
方
々
な
ど 

政府有識者会議が報告書を提出したのち行われた世論調査より 


